南富良野高等学校学生寮増築工事
－　要求水準書　－　

令和７年度

南富良野高等学校学生寮増設工事
―　要求水準書　―
南富良野町

1. 施設計画に関すること

（１）全体に関する条件

①関係法令等を遵守すること。

②各種整備基準、指針の規定を満たすこと。

③周辺環境に十分配慮した施設計画とすること。

④建設コストの縮減、ライフサイクルコストの低減と、メンテナンスビリティの向上を図ること。
⑤費用の中には確認申請費用及び完了検査費用を含んだ積算とすること。
（２）配置計画

①配置計画に当たっては、周辺環境等に配慮し、風雪害等による影響を与えないよう対策を十分に講じるとともに、学生寮の管理のし易さを確保しつつ、利用者の利便性に配慮した計画とすること。

２．要求水準書について

特記事項は最小限または基本の条件を示しているので、同等以上の提案を妨げるものではないこと。ただし学生寮として過度とならないようにすること。
３．要求水準の確認

（１）設計図書等

①事業者は、学生寮の設計図、構造計算書、特記仕様書、設計内訳書（以下「設計図書等」という。）を南富良野高等学校学生寮増設工事に関する要求水準書に従い作成し、その内容について施工着手前に町の確認を得るものとする。

②事業者は、町の確認後の設計図書等を変更する場合には、事前に町と協議し、確認を得るものとする。

③事業者は、②の変更が事業者の帰責事由によらないものと認められる場合、町に工事価格等の変更を求めることができる。

④工事完成時、製本された完成図書等を町に２部提出すること。
４．特記事項等

	特　記　事　項
	１．敷地について
	建設地については南富良野町字幾寅1058‐1の内を予定地として設計すること(約504㎡)

	
	２．構造について
	①　構造：木造2階建て
②　面積：各階床面積 205m2程度（延床面積410m2程度）

③　部屋数：16戸（1階8戸、2階8戸）
④　各戸キッチン、トイレ、浴室（浴槽必須）、洗濯機置場を設ける。
⑤　各戸冷暖房設置

⑥　共同廊下（建物内必須）
⑦　談話室（6.25m2以上）冷暖房設備込み
⑧　建物は南向きとする。
⑨　基礎（布基礎・基礎断熱）施工
⑩　基礎杭必要（調査費含む）
　　※事前調査による確認済み（別紙調査結果参照）

	
	３．内装について
	①　床：各社仕様による（一般床、ﾄｲﾚ、ｷｯﾁﾝ、浴室）
②　壁：各社仕様による
③　天井：各社仕様による
④　収納：一般的仕様程度


	
	４．設備、熱源等
	1 トイレ：各社仕様による
2 洗面化粧台：各社仕様による
3 浴室設備：各社仕様による
4 調理：各社仕様による
5 給湯：各社仕様による
6 冷暖房ｴｱｺﾝ：寒冷地仕様
7 換気設備：換気設備一式（各社仕様による）

	
	５．通信・光ケーブル
	学生寮環境に必要な設備（TEL配線、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配線、TVｱﾝﾃﾅ配線等）の施工をする

	
	６．電気設備
	配電盤、各種ｺﾝｾﾝﾄ、ｽｲｯﾁについて施設に応じた必要数を設置する

	
	７．照明設備
	本工事で施工。（LEDを基本とする。）

	
	８．屋外給水設備
	上水道本管より分岐し、南富良野町の基準による

	
	９．屋外排水設備
	公共下水道公設汚水枡へ接続

	
	10．配管設備
	必要に応じて設置する

	
	11．外構
	建物廻り整地
既存物置、灯油タンク等について、建物建設に支障となる場合は、移設費用も工事費に含むものとする。
（移設場所については、発注者と協議することとする。）

	
	12．仕様書等
	国土交通大臣官房官庁営繕部慣習「建築工事共通仕様書（最新版）」、「機械設備工事共通仕様書(最新版)」、「電気工事共通仕様書(最新版)」による

	
	13．提出書類

	確認申請副本、その他関係書類

竣工図（A3版　縮小製本　2部　JW_CADデーター・PDFデーター(CD-R１枚(工事写真を含む)、タイトル入り)）
維持保全に関する説明書

	
	14.　諸費用
	確認申請費用、完了検査費用を含む
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